眠りながら奇跡を起こす少女
25年以上も昏睡状態を続ける娘と、それを献身的に看病し続ける母親のお話です。
多くの人は、この物語そのものを奇跡の物語と言うだろう。つまるところ、これは昏睡状態の娘に無条件の愛を注ぎ、献身的に看病しながら、自分自身の健康も含め、個人的な問題は一切うち捨ててきた母親の物語であるように思われる。確かに、この状況を作り出す母親の愛情はものすごいものがある、ということを伝えるためだけに、この本は存在しているのではありません。
この眠り続ける少女エドワーダは、眠り続けることによって、彼女の使命を果たしているのです。そして、その使命を果たす過程の中で、科学的には証明のできない、多くの偶然と見間違う奇跡を引き起こしています。
人生がうまくいかないときは少しでもレベルを高めるためのエネルギーを生み出すときであり、“他人”に引きつけられるときは何かをその人から学ぶとき・・・・・・。
ウエイン・ダイアー本人とその妻、マーセリンがエドワーダとその母ケイに引きつけられています。
そのことから、人生の目的を果たすということがいかに尊いことであり、また強い信念に支えられてこそ、それは成就するものであるということを学ぶ機会を得たと言っているのです。眠り続ける少女エドワーダとその母ケイの周辺で起こる奇跡の数々。
看病のために９０分以上連続して睡眠を取ることの出来ないケイが見続けている、妄想として片付けることもできます。しかし、この物語から人の持つ精神的な強さが、人知の域を越える領域であるということを感じる方が、自然で素直で有意義な捉え方ではないでしょうか。
眠り続けることによって、人生の目的を果たす。
【目次】（「BOOK」データベースより）
１　人生に「偶然」は一つもない（その直感は“無限の力”に導かれている／あなたはこんな過酷な看病を長年続けられるだろうか／人のために尽くすと人生には”ボーナス”が返ってくる(著者がケイにしてあげることで…)／“希望を語る人”には悲観がつけ入るスキもない。“エゴ”を手なずけると好運がなだれ込んでくる／　）
・１時間以上家をあけたことがない。病気になる暇もない。１度に90分以上続けて眠る時間もない。医療費は生活保護の金額の４倍(この家を切盛りするには3000ドル以上)｡２時間ごとに食事｡４時間ごとに血液検査をしてインシュリンの注射。

・｢おいていかないって約束して､ママ(いつもはお母さん)｣｢もちろんよ｡あなたをおいてなんか行かないわ。約束は約束よ｣
・著者夫妻がエドワーダの部屋で感じたのはイタリア旅行したときに13世紀に亡くなった聖フランチェスコを祀った小さな教会で感じたのと同じ神の存在を感じた｡
・こういう形で尽くすことができるのは私の特権です。神様は手にあまるような試練を与えることはありません。
・本能的に娘が何を必要としているかがわかり､絶えず話しかけている。

・長い年月をかけて、ケイの質問に対してまばたきで反応するまでに回復した。

この｢驚くべき物語｣がくれた五つの知恵

①“見返りを求めない愛”で人生は計り知れないほど豊かになる。

②あなたの｢トラブル｣は小さなものだ

③”寛大”になると一回り大きな人間になれる

④“信念”と“希望”のあるところに必ず奇跡は起こる

⑤人に尽くすのは「光栄」なことである

２　眠りながら“使命”を果たす少女（私たちは“人としての経験”を持ったスピリチュアルな存在／“スピリチュアルな原則”を実践する子供　小さい頃から他の子供とまったく違っていたエドワーダの共感力　ほか）
①“大切な人”の存在自体に感謝しなさい

②“外見”や“業績”で人を見ない

③“穏やかな心”は自分を限りなく強くする

④知性を超えた“無限の力”とアクセスしよう

⑤誰もが“神の力”を内に秘めている

３　聖母マリアが現われた！（“信じて進む人”に必ず“答え”は示される／聖母マリアが来訪した日　ほか）
①大きな目的を心の目で見通すことができれば、「信じる力」のエネルギーは計り知れない

②いついかなるときも、あなたは孤独ではない

③“五感を超越した次元”の世界はある－無条件の愛－自分自身に対する愛が大きければ大きいほど､エネルギー､すなわち神の力と無上の喜びを知ることができるだろう。

④「祈り」はあなたに無限の力を与える－ラリー・ドッシー著『癒しの言葉』ー

⑤人にはみな“運命を自らの手で選びとる力”がある
聖母マリアのご来臨はケイとエドワーダの毎日の生活の中で今も大きな役割を担っている。

４　“愛の花”が咲く神殿に“奇跡”は訪れる（人との出会いには“不思議な偶然”がはたらいている／言葉がなくても“深い対話”はできる　ほか）
５　奇跡を起こす力の正体（誰もが神と本人しか知らない“使命”を背負っている／“夢のお告げ”によって来訪した神秘的な姉妹　ほか）

【著者情報】（「BOOK」データベースより）
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　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.3.29
